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○プレ企画「田植え・講演・交流会」は
楽しく、にぎやかに

　6月19日午前10時より、田楽座の演奏ス
タッフによるお囃子でにぎやかにスタート
し、依田副実行委員長、宮本大わらじ委員長
のあいさつがあり、中心的に企画を立てて
いただいた田島さんより説明があり、田圃
に移動。
　古代稲とコシヒカリの5種類の苗の根をほ
ぐして田植えの準備。
　昼食には、地元の農村女性による古代米
のおにぎり、地元の漬け物、みそ汁などをお
いしくいただきました。
　午後1時より上山田小学校の生徒さんや校
長先生、父兄さんら約15人が加わり、50名
を超える参加者で「協同ＩＮナガノ」の文字
が浮かび上がるように田植えを開始。最初
はとまどいもありましたが、要領が分かっ
てきて、着々と進み、3時にはすべて植え終
わりました。
　気温が30度を超える炎天下の中、田楽座
の演奏スタッフが２時間通してお囃子をし
ていただき、にぎやかで楽しく田植えがで
き、小学生らも慣れた手つきで植え終わり
ました。
　田楽座のスタッフや宿泊者らは佐久屋旅
館に移動して温泉で汗を落とし、午後6時よ

り「古代
稲と古代
米」講演
会を講師
に唐木田
清雄先生
をお迎え
して30名
近くでお聞きしました。
　夜の交流会では、各参加者からの発言や、
この間の講習会で製作した「わら馬」をご披
露いただき、お世話になった方々に贈呈し、
プレ企画第一弾の成功と集会に向けてさら
に頑張ろうと確認し合いました。
　前日まで、田島さんら大わらじ委員会の
皆さん、新宿ホームレス支援機構から農業
体験で参加されている野宿者の皆さんが、
文字の配置や建設用の足場を組んで展望台
をつくっていただいたり、当日も紅白幕の
設置などの準備をしていただき、万全の体
制で当日を迎えられたことも成功の大きな
力となりました。
　佐久屋旅館や戸倉上山田温泉協会のご協
力もいただき、みんなの協同があって、ここ
まで成功することができました。
　全国からの参加が少なくて残念でしたが、
集会に向けて素晴らしいスタートがきれま

した。
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